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数学演習(16T以降) 吉野　正人

Mathematics Seminar (Mechanical Systems Engineering) 　

1 前期(集中) 集中･不定期 機械システム工学科２～３年生

　 演習

非該当

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２５Tカリ, ２３Tカリ

【22T～】共通教育による幅広い教養と，工学の専門分野におけ 機械工学の専門分野において重要な数学を理解し、活用できる
る基礎学力が身についている。 ようになる。

⇔

【22T～】専門的学力を基礎とし，的確な情報を収集・理解し， 機械工学の専門分野において重要な数学を理解し、他人に発信
これを他の人に発信できる能力が身についている。 できるようになる。

⇔

【22T～】様々な課題を見つけ取り組む力が身についている。 機械工学の専門分野において重要な数学を理解し、課題を見出
しそれに取り組むことができるようになる。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 微分積分学，線形代数学の基礎について講義を行い，その内容について中間試験および期末試験を実施
する．

(5)授業計画 第１回　微分法
第２回　三角関数，写像，逆関数，各種の微分
第３回　微分法・積分法
第４回　逆三角関数，逆三角関数の微分，逆三角関数の微分を活用した積分
第５回　積分法・数列
第６回　双曲線関数，逆双曲線関数，逆双曲線関数の微分
第７回　極限・ベクトル
第８回　複素数，複素平面と極形式（中間試験）
第９回　行列・二次曲線
第10回　オイラーの公式，ド・モアプルの公式
第11回　軌跡・複素数
第12回　2×2行列の演算
第13回　場の数と確率・統計
第14回　テーラー展開，授業アンケート（15分間）
第15回　期末テスト

(6)成績評価の方
法

中間試験（40点）と期末テスト（60点）の成績を総合して評価する．

(7)成績評価の基
準

授業で実施した小テストの平均点が基準点である4.3点以上であり，かつ授業中に実施した基礎数学の演
習問題と同レベルの問題が解ければ「合格水準にある」．
小テストの平均点が基準点を上回った度合い，および基礎数学の演習問題への理解度がより深い場合，
「やや上にある」「かなり上にある」「卓越している」等の上位水準となる．

(8)事前事後学習
の内容

授業計画の内容について，指定した教科書を使って事前予習しておくこと．また，授業中に理解できな
かった内容については，その時間の終了後に担当教員に質問して，その日のうちに解決しておくこと．
さらに，その日のうちに学習した内容に関する演習問題を解いて，理解をさらに深めること．

(9)履修上の注意 欠席の確認については「出席確認システム」により行う．

(10)質問,相談へ
の対応

担当教員のEメール masato_at_shinshu-u.ac.jp にて受け付ける．（_at_ → @に変換）

(11)その他

【教科書】 授業で配布するプリント

【参考書】 「微分積分学」「線形代数学」で使用した教科書


